
事
例
は
大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

一
方
で
、
市
役
所
の
部
局
間
や
各
市
町
と

の
認
識
の
相
違
、
事
業
費
の
分
担
等
の
課

題
を
抱
え
て
お
り
、
本
市
も
効
果
的
な
連

携
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
各
市
町
と

綿
密
な
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
圏
域
の

特
徴
を
十
分
研
究
し
た
上
で
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。

❶
福
岡
県
久
留
米
市（
10
月
31
日
）＝
宮
ノ

陣
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て　

　

久
留
米
市
で
は
、
焼
却
施
設
、
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
お
よ
び
環
境
交
流
プ
ラ
ザ
か
ら

構
成
さ
れ
る
宮
ノ
陣
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

が
平
成

28
年
度

か
ら
稼

働
し
て

い
ま
す
。

宮
ノ
陣

ク
リ
ー

ン
セ
ン

タ
ー
は
、

災
害
時

に
対
応

で
き
る
よ
う
建
屋
は
法
令
を
上
回
る
耐
震

性
と
出
入
り
口
に
は
防
水
扉
を
備
え
、
敷

地
内
の
広
場
に
は
、
地
震
や
台
風
な
ど
で

発
生
し
た
ご
み
を
一
時
的
に
保
管
す
る
災

害
廃
棄
物
置
場
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
34
年
度
稼
働

予
定
の
新
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
に

当
た
り
、
今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
対
応
な
ど
、
災
害

を
十
分
考
慮
し
た
整
備
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

❷
佐
賀
県
唐
津
市（
11
月
1
日
）＝
企
業
誘

致
の
取
り
組
み
に
つ
い
て　

　

唐
津
市
で
は
、
地
の
利
や
地
震
の
発
生
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件
数
の
少
な
さ
な
ど
の
特
色
を
活
か
し
て

企
業
誘
致
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

は
新
た
に
誘
致
し
よ
う
と
す
る
企
業
だ
け

で
は
な
く
、
既
に
誘
致
し
た
企
業
に
つ

い
て
も
年
に
数
回
訪
問
し
、
要
望
を
聞

く
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
が

な
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
３
年
か
ら
は
既
存
の
誘
致
施
策
に

加
え
、
ア
ジ
ア
に
向
け
た
化
粧
品
産
業
の

集
積
地
を
目
指
す「
唐
津
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ

ク
構
想
」を
掲
げ
、
産
学
官
で
構
成
す
る
ジ

ャ
パ
ン
・
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を

立
ち
上
げ
、
フ
ラ
ン
ス
の
化
粧
品
産
業
と

の
連
携
に
よ
り
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
産
業
等
の
誘
致
に
取
り
組
ん

で
い
る
本
市
に
お
い
て
も
、
唐
津
市
の
取

り
組
み
は
大
い
に
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

❶
石
川
県
金
沢
市（
11
月
6
日
）＝
児
童
相

談
所
に
つ
い
て　

　

金
沢
市
で
は
、
中
核
市
に
お
い
て
任
意

に
設
置
で
き
る
児
童
相
談
所
を
設
置
し
、

養
護
、
保
健
、
障
が
い
の
各
種
相
談
と
と

も
に
、
要
保
護
児
童
の
一
時
保
護
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

は
日
々
変
化
し
て
お
り
、
児
童
相
談
所
を

設
置
し
て
い
な
い
も
の
の
、
子
ど
も
・
若

者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
子
ど

も
・
若
者
の
悩
み
・
困
難
の
解
消
を
総

合
的
に

支
援
し

て
い
る

本
市
に

お
い
て

も
、
児

童
福
祉

の
充
実

を
図
る

き
め
細

か
な
支

援
は
大

❶
兵
庫
県
姫
路
市（
10
月
10
日
）＝
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
導
入
に
つ
い
て　

　

道
路
の
通
行
を
歩
行
者
お
よ
び
公
共
交

通
機
関
に
制
限
す
る「
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ

ー
ル
」の
取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

姫
路
市
で

は
、
駅
前

の
約
340
ｍ

の
区
間
で

バ
ス
お
よ

び
タ
ク
シ

ー
を
除
く

一
般
車
両

の
進
入
を

常
時
禁
止

し
て
お

り
、
歩
行

者
空
間
の
拡
大
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、
ま

た
、
バ
ス
の
定
時
運
行
の
確
保
な
ど
公
共

交
通
の
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
中

心
市
街
地
全
体
の
魅
力
を
高
め
て
い
ま

す
。
本
市
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
と
は

形
態
が
異
な
る
も
の
の
、
姫
路
市
の
ト
ラ

ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
導
入
に
当
た
っ
て
は
、

検
討
段
階
か
ら
地
元
商
業
者
、
交
通
事
業

者
、
専
門
家
な
ど
が
積
極
的
に
か
か
わ
っ

て
お
り
、
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
と
す

る
上
で
、
こ
の
よ
う
な
多
方
面
に
わ
た
る

連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

❷
大
分
県
大
分
市（
10
月
11
日
）＝
大
分
都

市
広
域
圏
に
つ
い
て　

　

本
市
が
連
携
中
枢
都
市
と
し
て
３
市
３

町
と
の
連
携
中
枢
都
市
圏
の
形
成
を
進
め

る
中
、
大
分
市
が
６
市
１
町
と
形
成
す
る

「
大
分
都
市
広
域
圏
」の
取
り
組
み
を
視
察

し
ま
し
た
。
大
分
都
市
広
域
圏
推
進
会
議

の
幹
事
会
お
よ
び
各
専
門
部
会
の
構
成
や

検
討
状
況
を
は
じ
め
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
大
都
市
圏
で
の
物
産
展
を
活
用
し
た

大
分
都
市
広
域
圏
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
な
ど
の

岐
阜
市
議
会
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

　
市
議
会
で
は
、
市
政
の
発
展
に
向
け
た
施
策
な
ど
を
行
政
に
提
案
し
た
り
、
市
政
に
対
す
る
提
言
な
ど
を
行
う
た
め
、
先
進
的
な
事
例

や
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
都
市
に
出
向
い
て
直
接
調
査
・
研
究
す
る「
行
政
視
察
」を
委
員
会
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
10

月
・
11
月
に
総
務
、
経
済
環
境
、
厚
生
、
建
設
、
文
教
の
５
つ
の
常
任
委
員
会
が
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

 
議
事
調
査
課

214
6
2
3
7

総
務
委
員
会

経
済
環
境
委
員
会

厚
生
委
員
会

▲姫路市視察

▲久留米市視察

▲金沢市「児童相談所」視察
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❶
岡
山
県
倉
敷
市（
10
月
30
日
）＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
整
備
及
び
研
修
体
制
に
つ
い
て

　

倉
敷
市
で
は
、
小
・
中
学
校
、
特
別
支

援
学
校
に
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
Ｐ
Ｃ
、
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
装
置
な
ど

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
導

入
し
て
お

り
、
こ
れ

ら
を
日
常

的
に
活
用

し
て
授
業

を
実
施
す

る
た
め
情

報
学
習
セ

ン
タ
ー
を

設
立
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
派
遣
や
教
員
研
修
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る

研
修
も
数
多
く
実
施
し
て
お
り
、
教
員
だ

け
で
な
く
保
護
者
に
対
し
て
も
積
極
的
に

情
報
提
供
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
国
の
実

証
事
業
で
あ
る
ク
ラ
ウ
ド
環
境
に
お
け
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
持
ち
帰
り
学
習
を
実

施
し
た
際
も
、
保
護
者
の
理
解
を
第
一
に

事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
５
年
先
行
く
教

育
に
取
り
組
む
本
市
に
と
っ
て
大
い
に
参

考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

❷
熊
本
県
熊
本
市（
10
月
31
日
）＝
文
化
財

の
保
護
・
活
用
及
び
復
旧
・
復
興
計
画
に

つ
い
て

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り
、
熊
本

城
を
初
め
と
す
る
多
く
の
文
化
財
は

過
去
に
類
を
見
な
い
甚
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
現
在
は
、
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
熊
本
城
の
天
守
閣
の
早
期
復

旧
を
中
心
に
、
国
や
県
の
補
助
制
度
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、
復
興
城
主
制
度

を
創
設
す
る
な
ど
市
民
参
画
に
よ
る
復

旧
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
被

災
時
に
苦
慮
さ
れ
た
点
の
一
つ
と
し

て
、
被
災
し
た
民
間
所
有
の
文
化
財
が

廃
棄
さ
れ
な
い
よ
う
広
報
、
調
査
、
保

管
な
ど
に
緊
急
で
対
応
し
た
こ
と
を
挙
げ

ら
れ
て
お
り
、
近
い
将
来
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
等
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
本

市
に
お
い
て
も
、
大
規
模
災
害
か
ら

文
化
財
を
守
る
た
め
の
対
策
に
つ
い

て
検
討
す
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
ち
な

か
活
動

「
フ
ク
ノ

ワ
」
や
、

木
造
２

階
建
て

の
空
き

家
の
リ

ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

に
よ
っ

て
現
在
９
店
舗
が
入
居
し
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス

「
ア
ン
ブ
レ
ラ
」
は
福
山
市
独
自
の

工
夫
が
見
ら
れ
印
象
的
で
し
た
。

❷
広
島
県
呉
市（
10
月
12
日
）＝
空
き
家
対

策
に
つ
い
て　

　

呉
市
で
は
、「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」の
制
定
前
か
ら
空

き
家
対
策
に
関
す
る
第
三
者
委
員
会
や
庁

内
組
織
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
平
成
29

年
に
は「
呉
市
空
家
等
対
策
計
画
」を
策
定

す
る
な
ど
空
き
家
対
策
に
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
呉
市
の
空
き
家
は
斜

面
地
に
多
く
、
中
心
部
や
郊
外
に
空
き
家

が
多
い
岐
阜
市
と
は
状
況
が
異
な
っ
て
い

ま
す
が
、
空
き
家
情
報
を
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る「
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
」、
空
き
家
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
し
て

活
用
し
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
を
家
賃
助

成
等
の
条
件
と
す
る「
学
生
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
支
援
事
業
」、
ま
た
、
固
定
資
産
税
納

税
通
知
書
に
空
き
家
に
関
す
る
広
告
を
同

封
す
る
取
り
組
み
な
ど
は
、
大
い
に
参
考

に
な
る
も
の
で
し
た
。

❸
山
口
県
下
関
市（
10
月
13
日
）＝
下
関
駅

に
ぎ
わ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て　

　

下
関
市
で
は
、
下
関
駅
に
ぎ
わ
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
商
業
ビ
ル
お
よ
び
映

画
館
な
ど
の
集
客
力
が
あ
る
施
設
の
建
設

や
駅
前
広
場
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
27
年
に
は
23
年
ぶ
り
に
駅
前
の

路
線
価
が
上
昇
す
る
な
ど
の
成
果
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、商
業
ビ
ル
の
中
に
、

市
民
交
流
と
子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設
で

あ
る「
ふ
く
ふ
く
こ
ど
も
館
」を
開
設
し
て

い
る
こ
と
や
周
辺
部
か
ら
駅
前
の
駐
輪
場

ま
で
カ
ラ
ー
舗
装
さ
れ
た
自
転
車
道
な
ど

は
、
下
関
市
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
と
し

て
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

い
に
参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

❷
東
京
都
町
田
市（
11
月
7
日
）＝
認
知
症

対
策
に
つ
い
て

　

町
田
市
で
は
、
認
知
症
発
症
の
遅
延
化

を
目
的
と
す
る「
地
域
型
認
知
症
予
防
プ

ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
特

徴
は
、
認
知
症
に
な
り
に
く
い
習
慣
を
身

に
つ
け
る
た
め
、
参
加
者
が
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
目
的
を
認
識
で
き
る
よ
う
事
前
説
明
会

を
行
っ
て
い
る
点
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了

し
た
参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
自
立

し
て
活
動
し
て
い
る
点
で
し
た
。
ま
た
、

各
活
動
グ
ル
ー
プ
の
有
志
に
よ
り
町
田
認

知
症
予
防
活
動
交
流
会
を
発
足
さ
せ
、
交

流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
認
知
症
の
発
症
予
防
に
係

る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し
て
い
る
本

市
に
お
い
て
も
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

認
知
症
予
防
の
取
り
組
み
は
大
い
に
参
考

に
な
る
も
の
で
し
た
。

❸
神
奈
川
県
横
浜
市（
11
月
8
日
）＝
横
浜

市
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
計
画
に

つ
い
て

　

横
浜
市
で
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
の

成
長
を
守
り
、
貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
に「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す

る
計
画
」を
策
定
し
、
実
効
性
の
高
い
施

策
の
展
開
と
支
援
が
確
実
に
届
く
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
子

ど
も
の
貧
困
状
況
は
先
進
国
34
か
国
中
25

位
と
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
計
画
の
策
定

に
当
た
り
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
実
態

調
査
に
よ
り
、
一
定
基
準
を
下
回
る
所
得

の
世
帯
で
生
活
す
る
子
ど
も
の
情
報
を
把

握
す
る
こ
と
や
貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め

の
当
該
計
画
に
基
づ
く
各
種
施
策
は
大
い

に
参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

❶
広
島
県
福
山
市（
10
月
11
日
）＝
福
山
駅

周
辺
地
区
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て　

　

福
山
市
で
は
、
平
成
24
年
１
月
末
に
大

型
商
業
施
設
が
閉
鎖
し
た
こ
と
な
ど
を
受

け
、
同
年
３
月
に「
福
山
駅
周
辺
地
区
中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
基
本
方

針
」を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
市
民
が
ま

ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
ド
ッ
グ

ラ
ン
や
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
行
わ
れ
た

建
設
委
員
会

文
教
委
員
会

▲福山市コミュニティースペース「アンブレラ」視察

▲倉敷市視察


